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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成27年12月24日(2015.12.24)

【公開番号】特開2015-200920(P2015-200920A)
【公開日】平成27年11月12日(2015.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2015-070
【出願番号】特願2014-77440(P2014-77440)
【国際特許分類】
   Ｇ０７Ｄ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０７Ｄ    9/00     ４２１　
   Ｇ０７Ｄ    9/00     ４２６Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月28日(2015.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取引操作を行う入力表示部と、
　数字等を入力するテンキー入力部と、
　取引操作のガイダンス音声を出力するとともに、取引操作の入力ボタンを備えるガイダ
ンスホンと、を有する自動取引装置であって、
　前記ガイダンスホンの異常を検知すると、利用者に対して前記テンキー入力部もしくは
前記ガイダンスホンの入力ボタンにより連絡先を入力させる案内音声を出力することを特
徴とする自動取引装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の自動取引装置であって、
　前記連絡先を入力させるガイダンスに基づいて、利用者によって連絡先が入力されたこ
とを検知すると、該連絡先情報を上位装置に送信することを特徴とする自動取引装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の自動取引装置であって、
　前記ガイダンスホンの異常を検知すると、利用者に対して該ガイダンスホンの入力ボタ
ンを押下させる案内音声を出力し、該ガイダンスホンの入力ボタンの押下を検知した場合
、該ガイダンスホンの入力ボタンを用いて利用者の連絡先を入力させる音声案内を出力す
ることを特徴とする自動取引装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の自動取引装置であって、
　前記利用者に対する該ガイダンスホンの入力ボタンを押下させる案内音声の出力後、一
定時間経過後に該ガイダンスホンの入力ボタンの押下を検知しない場合、前記テンキー入
力部を用いて利用者の連絡先を入力させる音声案内を出力することを特徴とする自動取引
装置。
【請求項５】
　請求項２乃至４のいずれかに記載の自動取引装置であって、
　前記利用者によって入力された連絡先情報に加えて、該自動取引装置の障害情報を併せ
て上位装置に送信することを特徴とする自動取引装置。
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